































































































































































































































































































































窖窯焼成の埴輪窯が生まれる。さらに７世紀前半には、本格的な寺院 ある飛鳥寺の造営を契機として瓦窯が生まれ、そ 後、藤原京・平城京の造営 契機として、日 独自 瓦焼成窯が生まれる。
本書で取り上げる奈良山丘陵では、古墳群 （瓦谷古墳群 上人ケ平古墳群 西山塚古墳など）と古墳の外











の技術を取り入れ、独自に工人たち 試行錯誤しながら造り出した生産遺跡である。ま 、この地で生み出された生産技術が地方へと影響を及ぼしてい 。
本書では埴輪窯・瓦窯・須恵器 など窯業遺 の発掘調査成果を通じて、都を支えた窯業の実態を、検討
していきたい。

































































































































































































































































タガの間に行う 「二次調整」 は、タテハケ・ナデのほかに、工具を 「全周するあいだに、器面から工具が二回以上離れる」 もので 「ハケ同士に切りあい」 があるＡ種ヨコハケが出現する。透かし穴は三角形・逆三角形・方形・円形があり、変化に富む。また、鰭付き円筒 楕円円筒のものが出現する。鰭付き円筒埴輪は大和南部、山城南部で 特徴としてあげられている。
川西埴輪編年Ⅲ期は、外面一次調整はタテハケ 二次調整は 「工具を器面上で止めながら施したようにみ








第一− 16 図　上人ケ平 14 号墳出土蓋形埴輪
 　　（立ち飾り部分）

















































































































































































































































埴輪生産の論考として高橋克壽の 「 製作の展開」 がある。
高橋克壽は、大型古墳と中小の各古墳での、古墳に並べられた埴輪の種類の差異などから、埴輪生産組織



















埴輪窯は、 平場における野焼きを想像させる解放窯と須恵器窯の導入を契機として採用された窖窯がある。窖窯は、トンネル状 丘陵をくり抜いた地下式と丘陵斜面を溝状に掘っ のち、スサ入り粘土で天井部を




















































































































よりも灰層の搬出に大きな労力を必要とする。このため、窯本体 掘り込み、あるいは前庭部の掘り込みを当初 深く、広く掘る傾向にあり、前庭部の掘り込みを共有するように当初から計画されていた可能性があること。そのため最終の発掘調査結果として 「ヤツデ」 ような形になったものとな 。


































































平城宮東院下層１号窯の埴輪窯は、 平場における野焼きを想像させる普通円筒埴輪Ⅱ期 「解放窯」 である。





















































































































新池埴輪窯Ａ期のような排水溝で区画さ ることなく築かれて る。この新池 Ｂ期の埴輪の供給先が三島古墳群 （土保山古墳ほか） に限らず他の地域にも供給さ 、 さらに新池埴輪窯Ｃ期には今城塚古墳のほか、奈良県天理市西山塚古墳、 兵庫県神戸市天王山３号墳など淀川水系を介して広範囲に が供給されている。
新池埴輪窯は供給先が広範囲で 長期に亘って埴輪生産をおこなっているのに対して上人ヶ平埴輪窯群は












































































































































































































































































































































｣ 『奈良県古墳発掘調査集報』 （ 『奈良県文化財調査報告書』 第二八冊）
　
一九七六




｣ （ 『考古学雑誌』 第二七巻第八号）一九三七
平所遺跡：松本岩雄
｢ 平所遺跡
















































































｣ （ 『津市民文化』 第四号）一九七七












































































｣ （ 『古代』 第五七号、早稲田大学考古学会）一九七四





｣ （ 『武蔵野』 四四―二・三）
　
一九六五













｣ （ 『生出塚遺跡』 鴻巣市遺跡調査会）一九八一




























































































































窯が７世紀前半以来の窯業地帯に近接していること、操業形態が前代 延長線上 あること、瓦も十分に規格化されていないこと ら「官営工房としては、まだ未成熟」 な段階と位置づけられている。
一方、 平城宮における造瓦組織については、




































































































































































































































































































































































































































































































窯は、焼成部の床が水平で、床面に を堤状に築いた有畦式平 である。 「奥























































































































































































































































































































































































































































































































































































































吉田恵司 「中山瓦窯」 （ 奈良観光』 第一九九号）一九七三
 
　





























































































































































































































































































































































































































































































































の主軸長に対して幅が広いもの （窯Ｂタイプ） 。焼成部が方形 近い平 床面には粘土や瓦で構築した火床 （畦）がない無畦式のもので、分焔柱を有するが明瞭な隔壁のないもの （窯Ｃタイプ） 。 に近い平 床面には粘土や瓦で構築した火床 （畦）がある有畦式で、燃焼室と焼成室の境に分焔柱や通焔孔があり、明瞭な前面隔壁 もの （窯Ｄタイプ）に大別できる 考えている。
窖窯・平窯は、大きくは前庭部・燃焼部 （室） ・焼成部 （室） ・煙道 （排煙）部に分かれる。ａ前庭部
　
前庭部は、窯本体よりも前面に広がる平坦部で、焼成時には燃料であるマキ （あるいは炭）を


























軸に対して直交する面 、燃焼部から離れた壁 奥壁とす 。奥壁の背後には空気の調整、排煙ののための排煙孔を有するも がある。
マキ （あるいは炭）を入れて焼く燃焼部は前面に焚口部があり、塼や平石によって
40㎝程度の焚口部を設















































































































部奥には煙道部を分ける後面隔壁がある。この後面隔壁は、両側壁に接するように一対の平瓦を積み上げた後、積み上げられた両瓦に架けるように平瓦をのせたもので、積み上げた平 の間が通煙孔となっている。同様 後面隔壁 構造は瀬後谷二号窯でもあ
燃焼部側壁は、操業時に崩落したため


















その上面に炭層 （灰層１）があり、 さ にそ 上面に黄褐色粘質土層 （２層）と炭層 （灰層２）が堆積していた。
黄褐色粘質土層 （１層）は、 （梅谷四・五号窯）を構築する際に生じた排土で、谷地形を整地して前庭部































































できるが、梅谷二 ・ 三号窯では三七七枚・四三九枚を並べることができる。ただ、焼成部の幅を広げると側面付近では火の回りが十分でない めに、燃焼部と焼成部の境に分焔柱 設けて、側面にも火が効率よく回るように工夫を加えたものと思われる。
焼成部床面は、窯Ａタイプに比べて窯Ｂタイプは傾斜角がゆるい。築窯当初の床面は平坦な床面を造って
いるが、改変された床面では火の引きを良くするために、粘土や瓦 利用して床面にやや傾斜をもたせている。焼成部と煙道部の境には 粘土あ いは瓦を利用して後面隔壁を造 、焼成部に火がこもるように造られている。
窯Ｂタイプの成立には、他地域からの影響も考えられるが、梅谷瓦窯の工人独自の工夫で考案された可能
性がある。これは、焼成部に数回にわたって床面 改変をおこなっ いるこ 、周辺地域を含めてあまり例のない瓦窯構造であり 瓦窯構造の試行錯誤 結果生まれたものと思われる。
窯Ｃタイプは、掘形が明瞭であり 側壁および奥壁には粘土や瓦を積み上げて壁を造って る。焼成部



























の低い段差 （階）があり、焼成部にも一四段程度の段を設けている。同じく四天王寺創建瓦を焼いた八幡市平野山瓦窯も焼成 に段を設けてい 。ただ、平野山瓦窯では、燃焼部が削平さ ており、階は明確でない。これら７世紀代の窯は窯Ａタイプである。
このように、７世紀代の瓦窯は、長さに対して幅の狭い窯Ａタイプで、焼成部と燃焼 の境には階を、焼

































































































































痕跡などはみつかっていない。窯Ｃタイプでは 分焔柱が 在しなかった可能性が高 これは日高山四号窯・梅谷七号窯とも 成部の前端、燃焼部との境が狭まって ることから想像する。





























も満たない平坦なもので、破砕し 瓦を敷き詰めて床面を形成して るもの （梅谷七号窯）がある。この形態は藤原京の造営に係わった橿原市日高山四号窯にその祖形がある。
窯Ｄタイプは、その焼成室の形状が窯Ｃタイプに近































長岡京・平安京の造営に係わる官営の瓦窯に採用されることから、古代日本における瓦窯構造の一定の完成形態であった 理解 この窯Ｄタイプが朝鮮半島には存在しないことから、現状では日本独自で考案された瓦窯と位置付けるこ ができる。
須恵器窯の構築が朝鮮半島の工人による技術移入であり、飛鳥寺の造営から須恵器窯工人の技術をもって























者やシンポジュウム参加者 多くが 七四○から七五○年の間に筆者のいう窯Ｄタイプ （有畦式平窯）の成立があったと想像 ている。
窯Ｄタイプの成立が、複数箇所の分焔柱・
通焔孔がつくられた前面隔壁で炎の流れ （火道）を分散することが可能となる。窯Ｄタイプの奧壁には排煙孔がなく、焼成室の天井部に排煙孔が想定できることから 天井部 排煙施設の存在と焼成室の畔の存在が連動するものと考えている。ここでは、その問題を解
第二− 26 図　奈良山丘陵窯体模式図












































































第二− 28 図　木津川市鹿背山瓦窯 2 号窯平面図



































































































































































































これまでのような皇族ではなく、藤原不比等 娘、宮子である。皇后は、藤原不比等と橘三千代の娘で 聖武天皇の母宮子とは母を異にする妹である光明皇后である。聖武天皇の治世には、藤原氏 旧貴族の軋轢、自然災害、自らの健康不安など多くの苦悩があったようである。
天平元 （七二九）年、二月一○日、 「長屋王の変」 が起こる。長屋王は、臣下の藤原氏出身である光明子の
立后に反対した とにより失脚。同年八月一八日 「六年のあいだ、皇后にふさわしい人物かどうか慎重に検討した結果」 、光明子の立后が実現する。
聖武天皇の即位後、 『続日本紀』 には自然災害が多発している記事があり、大規模な誦経・転読、自分自身
の政治がよくないことから三千人 得度を認めるなどの政策をお なった。また 健康状態では、神亀三
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第２章 ◦ 奈良山丘陵における瓦窯の展開









経することを命じ、天平一三 （七四一）年、国分寺造営の詔が出される。聖武天皇 政策である鎮護国家のために、大 造立を紫香楽宮で発するが、藤原仲麻呂の乱により実現せず、大仏造立を遅滞なく進めることを条件に平城京への還都を受け入れる。































丹波国分寺の造営時期を推測すると、西大 創建の天平神護元 （七六五）年、西隆寺創建の神護景雲元 （七六八）年以降に、丹波国分寺が創建された 考えられている。なお、
第二− 29 図　　亀岡市三日市遺跡と丹波国分寺位置図





















































































































































る窯跡群は、５世紀後葉に大蓮寺窯跡で生産を開始するが短期操業で、操業を本格的 開始するのは７世紀中葉以降である。８ 前半 は多賀城が創建され、宮城県内北部の下伊場野窯跡、木戸窯跡群、大吉山窯跡群、日の出窯跡群で瓦生産を展開し、８世紀末にはこれまでの郡単位であった須恵器を集約する形で統合される窯跡群である。
蟹沢瓦窯は、国分寺の北方約
3.5㎞にあり、多賀城・陸奥国分寺に係わる多賀城政庁第Ⅱ期に造られた瓦窯



















に床面に平瓦を並べて階段状の施設 造るもので、焼成された瓦に 「那瓦」 ・ 「賀」 などと那佐郡・芳賀郡 （都
1 1 8 ❖
第２章 ◦ 奈良山丘陵における瓦窯の展開






































































































置に築かれている。窯 構造は創建時の ・ が窖窯構造であるのに対して、修理瓦を焼


















































































































































































































の奈良時代後半から末葉には廃絶している。想像をたくましくすれば、 丹波国分寺の造営に際して廃絶され、その一部の部材が国分寺の造営に利用されたとも考えられる。ただ、観音芝廃寺は須恵器窯跡群 関係し、奈良時代から平安時代にかけて一大窯跡群に関係した私 であ ことから、国司あるいは国がその存続を容認し 可能性が考えられる。
国分寺・国分尼寺の造営に際して、郡司の多くが 強制的 労役・資材を含





















































































































































































































































































































































































































































































が実施され、 『木津町史』 ・ 『京都考古』 で
紹介された 「大井手川の狭い谷筋の東側丘陵裾 「大池橋の東側斜面、柿畑」 で、瓦窯二基を検出し、鹿背山瓦窯の実態が明らか なった。



























































































































の粘土と思われたが、粘質土層下の砂層のさらに下層で、中世の遺物 （瓦器椀・土師皿）を含む包含層を確認し、瓦窯の操業以後に堆積したことが明らかとなった。この堆積土は中世以降に北東にのびる谷部からの水と南側の大井手川からの堆積土によって形成されたもので、粘質土層下の砂層は湿地・汀を想像させるようなラミナー状に堆積していることが確 できた。さらに中世包含層の下層 土層堆積状況を確認したところ、調査地の東側で本来大阪層群の 土が確認できた。その大阪層群では厚さ１ｍの粘質土が堆積しており、この粘質土を奈良時代の遺構が切り込んでいることを確認しが瓦に成形する主な粘土として奈良時代に採取 たものと想像した。この粘質土
第三−５図　鹿背山瓦窯　粘土採掘跡　実測図




























































窯の存在が想定できる。その須恵器窯を調査地の東側 （調査地外の地点）にもとめるか、二号窯 創業時の窯で生産したか 結論はでない。これは灰原内からは、瓦とともに須恵器が含まれており、二号窯で須恵器を焼成した可能性が高いともいえること よる。
瓦工房 （一部須恵器窯が存在した可能性もあり）の性格を特徴づけるように、土師 の出土量が少なく、






Ｈ・Ｑ、壺蓋、杯Ａ・Ｂ、皿Ａ・Ｂ・Ｃ Ｅ 皿 盤、椀Ａ、鉢Ａ・Ｄ・Ｆ、甕Ａ・Ｃ、無蓋高杯、椀、鉄鉢、托、水瓶、盤、平瓶、円面硯がある。
西端の溝 （ＳＤ
21）や土器だまりから出土した須恵器杯・杯蓋などの法量などが報告されていないため詳













































































































二よると、 『造東大寺司解』 に 「自瓦屋運瓦一千五百枚
　
功卅人」
、 『延喜式』 巻三四木工車載条に 「凡











ながる切り通しの道路遺構と大型建物の北東方向の二条の溝 （道路側溝） 存在 （瓦工房内の道路と製品の






















































































































































平城瓦編年第Ⅲ期：天 一七年～天 勝宝年間 （七四五～七五 年）
 
　　
平城瓦編年第Ⅳ期：天平宝字元年～神護景雲三 （七五 ～七 ○年）
 
　　







































近畿古代編』 （ 「奈良国立文化財研究所史料」 第二七冊）
　
一九八四



























古墳は調査前の段階でも墳丘など古墳の存在が確認でき もの （古墳Ａ類） 、墳丘が検出面より高く残る







































































































































































































































































































































































































































































































































































１期 （天平宝字元 （七五七）年〜神護景雲元 （七六五）年の軒瓦が出土している。また、直接建物
とは関連しないがＳＢ
334の南に近接してある土坑 （ＳＫ



















































































































































が造られた時期であり がやや散らばって分布している。この四 に大形建物群 存在していたか
第三− 13 図　上人ケ平遺跡掘立柱建物　変遷図















































































































上人ヶ平遺跡の復元『正倉院文書』 「造東大寺造司解」 天平宝字六 （七六二）年二・三月の条によると、東大寺造営事業に対して
1 6 7❖
第２節 ◦ 上人ヶ平遺跡の瓦工房












ほか、 周溝を埋めることなく残しているもの （古墳Ｂ類） 、 墳丘をその ま残しているもの （古墳Ａ類）があり、古墳の扱われ方に違いがある。古墳 周溝を埋めることなく、周溝を拡幅している古墳Ｂ類は、瓦工房に利用するために改修されたものと思われる。 内 雨水を貯め 粘土こね場に利用したと思われる （第三
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この上人ヶ平瓦工房では八基の窯で瓦焼成を行っており、 工房跡と焼成窯が明ら な瓦工房である。 上人ヶ




































































































































































































































































































































































































」 （ 『古代の造瓦所を考える』 （第７回こおりやま












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































杯Ｃは、 高台を持たない平底で、 口縁部は斜め上方に開き、 口縁端部が内側に屈曲あるいは内側に巻き込む。杯Ｅは、やや丸み おびた で内湾しながら口縁部が立ち上がる。杯の外面に和同開珎を押圧したもの
が二点出土している。
杯Ｂ蓋は、頂部が丸味をもち、縁部との境が不明瞭な笠形の側面形のもの （Ｂ形態）と 平らな頂部で屈













甕Ａは、球形の体部で 「Ｃ」 の字形に屈曲する頸 から口縁部へ続く。甕Ｂは、球形の体部で口頸部が内
湾ぎみに短く立ち上がる。甕Ｃは、肩部の張っ 体部で口頸部は直立ぎみに短く立ち上がる。肩部には縦位の環耳を貼り付けている。
鉢Ａは、いわゆる鉄鉢 器形 、丸みをおびた底部から、口縁部は内湾ぎみに立ち上がるもので、底部
外面には高台を貼り付けている。鉢Ａの底部外面には西椚窯でも確認されているような爪状圧痕が輪状にめぐっている。鉢Ｅは、全形のわか ものがないが 口縁部が斜め上方 直線的に立ち上がる。鉢Ｆは、厚い円盤状の底部で体部は直立ぎみに長く立ち上 る。
平瓶は、出土数が少なかったが、体部上面に断面方形の把手を貼り付け、底部は扁平で高台を持たず、平
瓶のなかでも比較的古い形状のものである。
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第４章 ◦ 奈良山丘陵の瓦陶兼業窯




















































































































































































































































































































































































































第四− 10 図　瀬後谷土製塔 屋蓋１ 復元案
















































































勝呂廃寺出土の土製塔 屋蓋では、丸 を表現した粘土棒 上部にも丸瓦を積み重ねて表現 いるが、





















































東海地方では、西日本に比べて出土比率が高く、特に愛知県で 二一遺跡と出土比率が高い。中部・北陸地方では、特 出土する例が多く、寺跡のほか、窯跡などの生産遺跡から出土する例が多 。




























































































































































































































































































』 （以下 「篠Ⅰ」 と記す） ・ 『篠窯跡
群注五ー５
Ⅱ




































る場所に多い。これら谷地形や小河川と 関係からみ 、窯跡の分布は、 きくは鵜ノ川・牧田川・赤川





































































































































































































































窯である。西長尾 跡群は、篠窯の操業がピークとな ８世紀末～９世紀初頭に操業 れて る。この時期の特徴として、複数基の窯が近接し 造られる傾向 あり、複数基の窯を同時に操業すること よって燃焼効率・作業効率を高めたも と思われ 。西長尾三号窯は、九○○年を前後した 期の窖窯で、篠窯での窖
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第５章 ◦ 篠・須恵器窯の変遷




















































































































































































第五− 24 図　前山窯跡　遺構配置図 第五− 23 図　前山窯跡群　位置図
























































































水谷壽克・岡崎研一ほか 『篠窯跡群Ⅱ』 （ 『京都府遺跡調査報告書』 第一一冊
　（財）京都府埋蔵文化財調




























































































































































































水谷寿克 「鍋倉第４窯跡１号窯の発掘調査」 （ 『埋蔵文化財発掘調査概報 （









































































」 （ 『埋蔵文化財発掘調査概報 （












」 （ 『埋蔵文化財発掘調査概報 （




















































































































































































立ち上がる頸部から長く立ち上がり、口縁端部が外反する。口縁端部は上・下方向に尖りぎみに肥厚するもののほか、上方のみに肥厚するもの ある。壺Ａのなかには、筒状の頸 からそのまま外反することなく口頸部へ続き、口縁端部をわずかに肥厚させるものもある。壺Ａ 底部 形態 糸切りののち輪高台を貼り付ける壺
Aaと底部が平底で糸切り痕をそのまま残す壺
Abに分けられる。壺Ｂは、釣鐘形の体部で、筒状の
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第５章 ◦ 篠・須恵器窯の変遷
窯までの時期について検討する。
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第５章 ◦ 篠・須恵器窯の変遷
　

















































































土器と陶磁器」 （角田文衛編 『平安京堤要』 角川書店）一九九四
 
　







































































































































































































































































































































































































































































長尾六号窯があり、分布調査の結果，アナウシ谷四号窯、大谷窯の一部に同様の窯が存在すると予想している。ここではこれら平窯を平面の形状から 「三角窯」 ・ 「楕円 」 と仮称して説明を行なう。








































































































































を利用した床面を造った二重床面であり、焼成された製品は緑釉陶器・灰釉陶器の素地のほか、須恵器が出土している。春日北窯群 篠西長尾五・六号窯の先後関係は厳密ではないが、 両者が何らかの形で影響しあった可能性があり、その要素として畦や畦の前に分焔柱の可能性がある円錐形の支持が存在することから瓦工人からの影響 っ も と思われ
須恵器の焼成温度は、摂氏一二○○度以上の高温を必要としたために窯構造を二重の床面に変えている。
第一床面と第二床面との間の支柱は、酸素を多く供給するとともに燃焼部からの火力を拡散させ、窯全体に火が行き渡るように工夫し、製品を第二床面に正位置に据え こ により、第一床面から上昇した火力が登りやすくなり、酸素の流れも良く、火力が高くなる。また、煙道部 据え 粘土棒を横倒しに据えることにより火力を焼成部に籠もるように工夫されてい 。
西長尾五・六号窯は、これまでの須恵器生産に通有な地下あるい 半地下式の窖窯では く、小型三角窯
であるのは、甕などの大型品を焼成することを目的とせず、椀・皿の小型品を焼成することを目的と たものであり、その結果、少 い燃料で効率良く焼成するこ 可能 した。
西長尾五号窯の側壁は還元炎で硬く焼きしめられており、 六号窯に比べて高温で焼成されていたこ
































 によると、 緑釉陶器の釉薬は、 金属鉛を過熱して鉛丹 （四三
　
酸化鉛）をつくる。次に混和合料として緑青 （塩基性炭酸銅） ・赤土及び白石を加える。白石 （石英）を
　















































































に微細に施し 一次 整は直接重ね焼 てい が、二次調整に 三叉トチンを使用してい 。底部の高台は
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第５章 ◦ 篠・須恵器窯の変遷
貼り付け高台である。





もの （大谷三号窯・西長尾三号窯）から、口縁端部が肥厚し丸みをもつもの （前山二 ・ 三号窯・黒岩一号窯・西長尾五 ・ 六号窯）へと変化し、時期が新しくなるにつれ、器高に対して口径が小さくなる傾向がある。底部は平高台で、回転糸切り痕をそのまま残すものが特徴であ 。
壺
Abは、 肩部の張った倒卵形あるいは偏球形の体部で、 筒状にのびる頸部から口縁部は短く外反したのち、







縁部へ続く。口縁部は短く外反したのち、端部を内側に屈曲させ、尖りぎみにおわ 。底部は回転糸切りにより切り離したもので、糸切り痕をそのままとどめる。鉢Ｃは 西長尾三号窯・大谷三号窯でこの形態 ものが焼成されている。
鉢Ｄは、 体部下半は鉢Ｃと同様、 口縁端部は内 ・ 外方に肥厚して丸みをもっておわる。鉢Ｃの古いタイプ （前





















結ぶ西海道を媒介として緑釉陶器が持ち込まれたものと思わ 。また、九州では筑後国府跡・豊前国府を経由して豊後国府へ向かうルート上に緑釉陶 を出土する遺跡が点在 。
中・南九州では、熊本県の肥前国分僧寺跡・鹿児島県の薩摩国府跡・宮崎県鬼付女西遺跡などがあるが、








































































































































































































































流入はそれほど多くないが、畿内洛 産 緑釉陶器がほとんどである。９世紀後半になると東海の猿投産緑釉陶器が定量的に出土し、９世紀末にかけて増加傾向にあ しかし （中略）あくまでも畿内産が多数を占めることに変わりがない。 （中略）
10世紀後半になるとこれまで主体を占め続けていた畿内産が急減し、
10






























































































































































































































墓と思われる遺構から （あるいは洛西産） 緑釉陶器 出土しており、単なる生産地の距離だけ は割り切れない遺跡もある。墓からの出土 つ ては 被葬者の出自とその経歴に左右さ ているものと思われる。
篠産の須恵器 （この場合第三期の遺物をさす） も、 基本的には篠産の緑釉陶器と良く似た分布状況を示すが、





























































































































































































































































































































































































































































































































































































地区・芦原地区で窯が展開する。この時期の窯では、西長尾一 ・ 四号窯 芦原一 ・ 二号窯のように近接した位
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第５節 ◦ 篠窯の展開










しては造られず、８世紀第３ ・ ４四半期に築かれた窯跡に近接した位置に窯が再度築かれる。こ 時期 窯として石原畑一 ・ 二号窯、鍋倉一 ・ 号窯があるほか、新たに篠窯で 西端、黒岩地区 前山地区や北端 大谷地区での操業が行われる。







の照葉 を構成する樹種を用いて るが、９ 以降の窯では一部、森林の二次林化を示す二葉松を含むという結果がでており、高野陽子は 「９世紀以降、生産規模 拡大に伴い、新たに燃料材の確保、補充のためマツ材 育成 進めら そ 結果、 （中略）窯が構築された地区での操業を再び可能にした」 と考えている。
一回の窯の操業に必要なマキ 量については想像の域を出ないが、多量のマキが必要であり ある程度乾
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第５章 ◦ 篠・須恵器窯の変遷





路ならば宇川 （大堰川・保津川） ・桂川があり、陸路・水路を利用して長岡京・平安京へ製品を運べるという立地条件にめぐまれている。また、第一期で る国府の整備・国分寺の創建を契機として工人体制が整っていること、古墳時代からの大規模な窯業生産を行っていないため 粘土・薪などの材料が豊富で ることから篠窯跡群が一大生産地へと変化したものと考える。
篠窯跡群での平安京遷都に伴う一大消費地の供給を意図した９世紀第１四半期の窯である西長尾一 ・ 四号
窯、芦原一 ・ 三号窯に続いて、９世紀第２四半期にはマル山一号窯 第３四半期には小柳一号窯、石原畑一 ・二号 前山 号 、袋谷 号窯などがある。
９世紀第３四半期を前後する時期の窯は、分布調査の結果、各支群にわたって窯が築かれ、伊野近富の推
定では一○○〜一四○人以上の複合集団 （薪など 燃料・粘土などの確保、窯の操業、製品の搬出に従事する集団）が山でひしめいていたこと なる。
９世紀第３四半期を前後する時期の窯の製品 （須恵器） をみると、 その前段階が杯
 Ａ ・ Ｂ、 皿










時期である。一大消費地である平安京では、８世紀末から９世紀初頭 律令的な供膳具・貯蔵具が９世紀中葉には減少し、より単純な器形へと変化し、消費地での土器の使用変化が認められる。９世紀中葉の時期の消費地での土器の出土例をみると、そ 時期以前が黒色土器・施釉陶器が少量で、土師器の杯・皿・椀が供膳具の主体を占め、次に須恵器杯・皿・蓋になる。そして９世紀中葉以降は白色土器、中世陶磁器が加わり、黒色土器・緑釉陶器・灰釉陶器などの出土量が増加 須恵器杯・皿・蓋などの出土量が激減する。
９世紀中葉以降の須恵器の生産地の変化を如実 表すのが、篠窯跡群での大谷三号窯・西長尾三号窯であ
















力者の要求とともに生産体制 （組織）に著しい変化があったも と思われる。すなわち西長尾三号窯が築かれた九○○年前後には粘土 採取 薪の確保や窯を築く場所にも限界があり、悪条件のところでも築窯が可能な技術が必要となったものと考えられる。
前山二 ・ 三号窯は、３ｍ四方にも満たない範囲で丘陵斜面を必要としない窯であり、５〜
10ｍの丘陵を必








が須恵器の調納悪化に対処して、生産者の直接把握に乗り出した」 ためであり、生産者自身にも 「台頭し富豪層によって窯業集団を維持できなくなったこ を 目 当たりにみており （中略）内膳司など 権勢を頼って、そ 寄人となる道を選んだのであろう」 推測されている。
この第三の画期は、前山二 ・ 三号 の
10世紀第１四半期から西長尾五号窯の
10世紀末まで連綿と窯が築か
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